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望
洋
荘
の
宝
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

「百
五
歳
長
寿
」
の
山
際
さ
ん
を
祝
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会
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祉
法
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り
ん
さ
く
福
祉
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事
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田 

 

滉 

 

 

元
気
で
、
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
と
歩
く
山
際
さ
ん
、
五
月
一
日
百
五
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
声
を
か
け
れ
ば
は
っ
き
り
と
、｢

ハ

イ
ッ｣

と
返
事
も
す
る
し
、「
ア
リ
ガ
ト
ウ
、
ド
ー
モ
ネ
」
と
挨
拶
も
返
っ
て
く
る
。
大

好
き
な
相
撲
の
テ
レ
ビ
中
継
に
は
四
股
を
踏
む
姿
を
見
な
が
ら
「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
」
と

大
き
な
掛
け
声
が
響
く
。
贔
屓(

ひ
い
き)

力
士
の
取
り
組
み
を
、
食
い
入
る
よ
う
に
画

面
を
見
つ
め
る
そ
の
姿
は
、
我
が
家
の
孫
の
瞳
の
如
く
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
私
ど

も
の｢

望
洋
荘｣

の
宝
で
あ
り
ま
す
。
益
々
の
御
長
寿
を
乞
い
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

ち
ょ
っ
と
寿
命
に
つ
い
て
。
寿
命
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。「
平
均
寿
命
」
と
い
う
言

葉
で
表
わ
さ
れ
る
生
理
的
な
年
齢
と
、
世
界
保
健
機
構(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

が
提
唱
し
て
い
る｢
健

康
寿
命｣

で
す
。
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で
、
一
人
で
ほ
ぼ
自
立

出
来
る
寿
命
を
指
し
て
い
ま
す
。
百
五
歳
に
な
っ
て
も
な
お
矍
鑠(

か
く
し
ゃ
く)

と
し

て
い
る
山
際
さ
ん
が
良
い
手
本
で
す
。 

 

寝
た
き
り
に
な
り
生
活
の
質
が
損
な
わ
れ
れ
ば
、
長
命
で
も
、
そ
れ
は
健
康
寿
命
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
日
本
は
世
界
一
長
命
な
国
で
す
が
、
寝
た
き
り
期
間
は
、
男
性
に
お

い
て
約
六･

三
年
、
女
性
に
お
い
て
は
約
七･

九
年(

七
年
前
で
の
デ
ー
タ
で
す
が)

と
、

実
は
世
界
一
寝
た
き
り
期
間
が
長
い
国
で
す
。
こ
の
寝
た
き
り
の
期
間
に
は
介
護
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
寝
た
き
り
の
原
因
と
し
て
、
最
も
多
い
の
は
、
脳
血
管
疾

患
、
骨
折(

骨
粗
鬆
症
な
ど)

、
認
知
症
等
で
す
が
そ
れ
だ
け
で
も
お
よ
そ
三

分
の
二
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
均
寿
命
が
延
び
た
の
は
、
医
療
の
進
歩
の
お
か
げ
で
あ
る
の
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
療
は
必
ず
し
も
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
長
生
き
し
て
も
寝
た
き
り
や
認
知
症
状
態
で
は
誰
か

の
介
護
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
せ
め
て
逃
れ
ら
れ
な
い
死
の
直
前
ま
で

日
常
生
活
の
最
低
限
は
自
分
で
行
い
、
楽
し
く
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
平
均

寿
命
と
の
差
を
短
く
す
る
こ
と
を
願
っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
生
き
し
た
く

な
い
と
い
う
人
が
四
割
に
も
及
び
、
老
い
る
の
が
不
安
だ
と
言
う
人
が
約
八

割
以
上
も
い
る
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
に
な
る
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
が
約
八
割
。
ま
た
、
病
気
に
な
る

の
が
不
安
だ
と
い
う
人
が
約
七
割
。
心
配
す
る
病
気
と
し
て
は
、
ガ
ン
で
七

七
％
、
認
知
症
が
実
に
七
〇
％
と
い
う
集
計
が
出
て
い
ま
す
。 

 

望
洋
荘
に
住
む
私
た
ち
は
、｢

健
康
寿
命｣

を
維
持
し
続
け
る
百
五
歳
長
寿

の
山
際
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
学
び
、
老
後
へ
の
不
安
を
吹
き
消
し
た
い
も

の
で
す
ね
。 

             

第 7 ８号 

平成２２年 

５ 月 発 行 

山際イクヨ様（105 歳）誕生会 

5 月 1 日（土）午後 2；30 から行われた誕生

会でお祝いの花束を受取る山際さんです。 
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理
事
長
の
巻
頭
の
挨
拶
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
五
月

一
日
（
土
）
午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
、
望
洋
荘
の
最
高
齢

者
で
あ
り
ま
す
山
際
イ
ク
ヨ
様
の
一
〇
五
歳
の
誕
生
会

を
行
い
ま
し
た
。
誕
生
会
に
は
御
家
族
様
も
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
ら
れ
、
花
束
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
、
お
祝
い
の

ケ
ー
キ
は
山
際
さ
ん
に
入
刀
し
て
頂
き
ま
し
た
。
み
ん
な

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
元
気
に
応

え
ら
れ
ま
し
た
。
山
際
さ
ん
は
私
達
望
洋
荘
の
宝
で
す
。

元
気
に
長
生
き
し
て
下
さ
い
。 

                    

  

五
月
四
日
（
火
）
一
〇
時
三
〇
分
元
気
な
掛
け
声
と
と

も
に
豊
間
二
区
子
供
会
の
み
な
さ
ん
が
神
輿
を
担
い
で

や
っ
て
来
ま
し
た
。
子
供
神
輿
も
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
、

毎
年
元
気
な
子
供
達
に
会
え
る
事
を
み
ん
な
で
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
活
気
あ
る
若
い

力
に
、
入
居
者
様
も
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
作

り
の
心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切

に
お
部
屋
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                    

  

五
月
九
日
（
日
）
「
母
の
日
」
に
望
洋
荘
家
族
会
様
よ
り

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
鉢
植
え
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
赤
と
ピ
ン
ク
の
花
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。 

当
日
は｢

カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部｣

の
活
動
も
あ
り
、
母
の
日
に

ま
つ
わ
る
歌
「
お
か
あ
さ
ん
の
歌
」「
お
か
あ
さ
ん
」「
別
れ

の
一
本
杉
」
「
影
を
慕
い
て
」
な
ど
を
ウ
ク
レ
レ
と
ギ
タ
ー

の
伴
奏
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
わ
れ
ま
し
た
。 

                   

「
山
際
イ
ク
ヨ
様 

一
〇
五
歳
誕
生
会
」 

「
子
供
神
輿
」
豊
間
二
区
子
供
会
様 

「
母
の
日
」
望
洋
荘
家
族
会 
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い
わ
き
市
に
於
け
る
一
診
療
所
（
有
床
）
の
外
来
・
入
院
で
来
院
し
た
患
者

動
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
少
子
高
齢
化
し
て
行
っ
た
こ
の
四
半
世
紀
の
経
過

が
こ
の
調
査
で
ど
の
様
に
推
察
さ
れ
る
か
興
味
の
あ
る
所
で
あ
る
。 

今
回
は
開
設
二
年
目
を
主
に
し
て
報
告
す
る
。 

           

                  

         

         

「
一
診
療
所
に
お
け
る
四
半
世
紀
に
わ
た
る
患
者
動
向
の
検
討
」 

・
・
・
其
の
二 

④ この 2年間の新規来院者の状態を見ると変わりな
く、乳幼児が全体の 15％を依然と占めている。20～
50 歳代の働き盛りの方が多くみられる。 

⑤ 入院状況を見ると入院患者 207 名、延べ入院患者
数は 231 名で、前年と余り変わりなく１ヶ月以内の
入院患者は全体の 60％と前年に比較して減少する
も、それに対して長期入院患者数が微増している。 

③ 二年次来院者の年齢別は前年度と変わりない状
態で、高齢者の来院は少ない。 

－考  察－ 

今回は昭和５４年と５５年の二年間における患者の

外来と入院の統計的処理の観察をした。この時期も依

然として少子高齢化はみられていない。しかし入院在

院日数の長期化が徐々にみられている。 

① 

二
年
目
の
来
院
患
者
総
数
は
男
性
が
八
十
四
名
多
い
、
三
九
二
〇
名
で
あ
る
。 

 

② 

二
年
目
の
新
規
来
院
者
は
二
四
四
七
名
（但
し
初
年
度
は
二
五
四
七
名
） 

年
度
別
に
み
た
再
来
院
状
況
は
、
一
〇
年
目
ま
で
は
全
体
の
二
十
五
％
が
来
院

し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
一
〇
％
前
後
に
減
少
し
て
い
る
。 

 
 

初年度 2 年目 

入院日数別
割 合 
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五
月
八
日
（
土
）
毎
年
恒
例
の
「
蕗
む
き
」
を
行
い
ま

し
た
。
例
年
は
連
休
中
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
天
候
の
せ
い
か
、
発
育
が
遅
く
い
つ
も
よ
り
細
く
て
小

さ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
蕗
む
き
を
し
て
貰
う
入
居
者
様
か

ら
、
「
こ
ん
な
小
さ
い
蕗
採
っ
た
ら
、
山
の
神
様
に
怒
ら

れ
る
よ
！
」
と
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
蕗
む
き
は
指
先

を
使
う
た
め
老
化
防
止
に
な
り
ま
す
し
、
し
か
も
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
良
い
と
こ
づ
く
し
で
す
ね
。 

                   

  

現
在
、
食
事
代
と
居
住
費
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
間
所
得
二
六
六
万
円
以
下
の

世
帯
（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
個

人
が
負
担
す
る
食
事
代
と
居
住
費
に
限
度
額
が
設
定
さ
れ

減
額
さ
れ
ま
す
。
個
々
の
負
担
限
度
金
額
を
決
定
す
る
の

は
、
所
轄
の
市
町
村
で
あ
り
、
減
額
を
認
め
ら
れ
た
方
に

は
、
市
町
村
長
よ
り
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
が
発
行
さ

れ
ま
す
。 

 

こ
の
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
が
毎
年
六

月
三
十
日
で
す
の
で
、
来
月
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
入
居
者
様
の
更
新

手
続
き
は
、
昨
年
同
様
施
設
で
ま
と
め
て
行
い
ま
す
が
、

市
町
村
よ
り
出
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
平
成

二
十
一
年
度
世
帯
所
得
に
対
し
て
判
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
御
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
直
接
所
轄

の
市
町
村
役
所｢

長
寿
介
護
課｣

等
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

          

  
  

六
月
十
六
日
（
水
） 

午
後
二
時
～ 

｢

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ｣

 

二
階 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

六
月
二
十
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

｢

父
の
日｣

お
茶
会    

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

六
月
二
三
日
（
水
） 

午
後
二
時
十
五
分
～ 

｢

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏｣

  

キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
様 

六
月
二
五
日
（
金
） 

午
前
十
時
～
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

買
い
物
と
外
食｣

 

マ
ル
ト
君
ヶ
塚
店
・
ス
シ
ロ
ー 

六
月
三
十
日
（
水
）
午
前
十
時
～
い
わ
き
市
平
白
土 

｢

菖
蒲
園
見
学｣      

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

 

【六
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

六
月  

一  

日
（
火
） 

 
  

薄 

磯 

鈴
木 

ア
サ
イ
様  

（
九
四
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
三 

日
（
水
） 

 
  

四 

倉 

有
田  

ミ
イ 

様  

（
九
二
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
四 

日
（
木
） 

 
  

薄 

磯 

稲
村  

マ
サ 

様  

（
九
八
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
五 

日
（
金
） 

 
  

永 

崎 

大
橋 

マ
キ
ヰ
様  

（
八
九
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
五 

日
（
金
） 

 
  

薄 

磯 

斉
藤  

祥
子 

様  

（
七
八
歳
）
誕
生
会 

六
月 

三
〇 

日
（
水
） 

 
  

勿 

来 

国
分  

桂
子 

様  

（
八
二
歳
）
誕
生
会 

        

六
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
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Ｆ
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（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

「
蕗
（
ふ
き
）
む
き
」 

「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て 

 


